
一
三

は
じ
め
に

本
稿
は
、
鳥
羽
伏
見
戦
争
前
後
の
会
津
藩
の
動
き
の
中
で
、
秋
月
悌
次
郎
が
ど

の
様
に
事
態
に
関
わ
っ
て
い
た
か
を
追
求
し
、
そ
の
後
の
会
津
藩
が
和
平
交
渉
を

続
け
る
一
方
で
、
戦
争
態
勢
確
立
し
て
奥
州
列
藩
同
盟
の
成
立
に
よ
り
全
面
戦
争

に
突
入
し
た
中
で
の
、
秋
月
悌
次
郎
の
姿
を
具
体
的
に
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

一
　

慶
応
四
年
一
月
一
日
、
大
坂
城
に
い
た
德
川
慶
喜
は
上
洛
の
命
令
を
受
け
、
旧

幕
府
軍
及
び
会
津
、
桑
名
両
藩
に
先
発
を
命
じ
た
。
京
都
に
向
か
う
と
い
う
こ
と

に
対
し
て
、
兵
士
た
ち
は
戦
争
に
な
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
。
白
井
五
郎
太
夫
の
大
砲
隊
に
所
属
し
て
い
た
藤
沢
正
啓
は
、

　

  　

何
で
も
此
時
、
私
共
仲
間
の
下
馬
評
で
は
、
先
づ
京
都
に
入
つ
た
ら
ば
大

仏
の
土
州
邸
に
、
落
ち
着
き
、
土
州
と
力
を
戮
せ
て
薩
摩
を
討
つ
の
で
あ
る

と
い
ふ
事
で
し
た
。  『
藤
沢
正
啓
談
話
筆
記
』

と
い
っ
て
い
て
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
が
分
か
る
。
土
佐
藩
邸
に
入
っ
て
、
そ
こ

で
土
佐
藩
と
一
緒
に
薩
摩
藩
討
伐
を
す
る
と
い
う
発
想
は
、
如
何
に
幕
府
側
の
勢

力
が
状
況
認
識
に
疎
い
か
を
如
実
に
示
し
て
い
る
が
、
慶
喜
が
、
守
備
兵
を
率
い

て
出
発
し
て
き
た
こ
と
は
、
薩
摩
藩
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
の

だ
。一

月
二
日
大
坂
を
出
発
し
た
会
津
藩
兵
と
旧
幕
府
軍
は
淀
に
到
着
、
翌
三
日
淀

を
出
発
し
て
京
都
を
目
指
し
た
。
上
洛
の
途
中
鳥
羽
、
伏
見
の
街
道
を
守
備
す
る

薩
摩
藩
、
土
佐
藩
の
軍
勢
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
た
旧
幕
府
軍
は
。
大
坂
の
本
陣
に

伺
い
を
立
て
、
勅
命
で
上
洛
す
る
の
だ
か
ら
遠
慮
す
る
に
は
お
よ
ば
な
い
と
い
う

答
を
受
け
て
、
守
備
兵
と
押
し
問
答
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
午
後
四
時
頃
突
然
竹

田
方
面
で
発
砲
さ
れ
、
全
面
対
決
に
な
っ
た
。
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
戦
闘
が

継
続
さ
れ
る
中
、
新
政
府
の
対
応
は
す
ば
や
か
っ
た
。
四
日
に
は
仁
和
寺
宮
義
彰

親
王
が
、
征
討
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
る
。
薩
摩
藩
、
土
佐
藩
対
旧
幕
府
軍
、
会
津

藩
な
ど
と
の
諸
侯
の
争
い
だ
っ
た
は
ず
が
、
挑
発
行
為
を
受
け
て
発
砲
す
る
の
を

待
ち
構
え
て
い
た
か
の
よ
う
に
、朝
敵
と
し
て
討
伐
の
対
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
一
月
三
、
四
日
、
不
意
を
打
た
れ
て
緒
戦
に
や
ぶ
れ
た
会
津
、
桑
名
の
旧
幕
府

側
将
兵
は
、
大
坂
で
再
起
を
図
っ
た
。『
会
津
戊
辰
戦
史
』
に
よ
れ
ば
、
一
月
五

日
慶
喜
は
容
保
、
定
敬
等
幕
府
軍
将
帥
に
対
し
て
交
戦
を
督
励
し
た
と
い
う
。
慶

喜
の
督
励
を
受
け
て
、
会
津
藩
の
上
田
伝
治
は
、
加
賀
、
紀
州
等
の
支
援
を
求
め

よ
う
と
言
い
出
し
た
。
小
野
権
之
丞
等
が
伝
蔵
の
説
に
賛
成
し
た
の
で
、
伝
蔵
は

倉
沢
右
兵
衛
に
告
げ
る
。
右
兵
衛
は
こ
れ
に
賛
成
し
広
沢
富
次
郎
に
告
げ
よ
、
彼

が
賛
成
す
れ
ば
共
に
藩
相
に
告
げ
よ
う
と
い
う
。
伝
蔵
は
富
次
郎
に
告
げ
共
に
登

城
し
て
藩
相
萱
野
権
兵
衛
、
上
田
学
大
輔
に
告
げ
る
。
権
兵
衛
は
、
危
惧
し
つ
つ

も
尽
力
せ
よ
と
命
じ
る
。
伝
蔵
は
、
富
次
郎
及
び
秋
月
悌
次
郎
と
共
に
幕
府
目
付

安
藤
次
郎
左
衞
門
に
告
げ
、「
臣
子
の
分
を
尽
さ
ん
と
欲
す
。
両
三
人
数
日
の
間

戊
辰
戦
争
と
秋
月
悌
次
郎

中　

西　

達　

治
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戊辰戦争と秋月悌次郎（中西　達治）

一
四

戦
地
を
離
る
る
と
雖
も
不
可
な
か
ら
ん
。」
と
い
っ
た
。
夕
方
安
藤
は
、
慶
喜
に

も
話
し
た
。
つ
い
て
は
誰
が
ゆ
く
の
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
誰
も
が
横
山
に
行
け

と
い
う
の
で
横
山
は
、
神
保
修
理
が
戦
場
か
ら
戻
っ
た
の
で
自
分
が
そ
の
あ
と
に

ゆ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
の
だ
が
、
と
に
か
く
出
発
し
た
。
だ
が
彼
が

和
歌
山
城
に
着
い
た
時
、
慶
喜
は
大
阪
城
を
出
て
行
方
不
明
だ
と
い
う
注
進
が
届

い
て
い
た
と
い
う
。
戦
地
か
ら
戻
っ
た
修
理
が
、
慶
喜
に
、
大
義
を
説
い
て
交
戦

の
非
を
と
な
え
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
の
こ
と
で

あ
る
。

慶
喜
に
は
朝
廷
に
敵
対
す
る
気
は
も
と
も
と
無
か
っ
た
。
彼
は
大
政
奉
還
時
に

す
で
に
幕
藩
体
制
に
見
切
り
を
つ
け
て
い
た
。
新
し
い
国
の
形
に
つ
い
て
の
彼
な

り
の
判
断
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
彼
は
大
政
奉
還
に
踏
み
切
っ
た
の
だ
。
彼
の
意
図

が
小
御
所
会
議
で
全
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
旧
来
の
政
治

に
戻
す
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
今
回
の
上
洛
も
朝
廷
か
ら
の
呼
び
出
し
に

併
せ
て
江
戸
表
に
お
け
る
暴
徒
の
責
任
を
問
う
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、薩
摩
藩
の
挑
発
に
よ
っ
て
戦
端
が
開
か
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

み
す
み
す
朝
敵
と
な
っ
て
内
戦
を
継
続
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
慶
喜
は
、
最
終
的
に
不
戦
の
決
意
を
し
た
の
だ
ろ
う
、
六
日
深
夜
急
遽
交
戦

意
欲
の
旺
盛
な
容
保
、
定
敬
を
道
連
れ
に
し
て
大
坂
城
を
離
脱
し
天
保
山
に
向

か
っ
た
。
一
行
は
翌
日
開
陽
丸
に
乗
船
し
八
日
の
夜
大
阪
湾
を
出
て
江
戸
に
向

か
っ
た
。
こ
の
点
が
、
孝
明
天
皇
に
親
近
し
て
幕
府
を
支
え
る
と
い
う
使
命
感
か

ら
長
州
藩
を
敵
視
し
続
け
た
会
津
藩
、桑
名
藩
と
は
決
定
的
に
異
な
る
。
こ
の
時
、

新
し
い
国
の
形
を
見
据
え
て
身
を
引
い
た
慶
喜
に
対
し
て
、
会
津
藩
は
逆
に
宗
家

を
守
る
と
い
う
形
で
慶
喜
が
見
限
っ
た
旧
来
の
幕
藩
体
制
を
守
る
と
、
藩
論
を
統

一
し
て
い
た
。
こ
こ
に
会
津
藩
の
悲
劇
が
あ
る
。
大
政
奉
還
以
後
の
政
情
に
応
じ

た
対
応
策
を
考
え
る
ゆ
と
り
が
会
津
藩
に
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
会

津
藩
に
も
新
し
い
国
の
形
に
つ
い
て
考
え
る
人
材
が
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
大
政
奉
還
建
白
書
の
提
出
に
あ
た
っ
て
素
案
を
見
せ
ら
れ
て
い
た
手
代
木
勝

任
な
ど
は
内
容
に
理
解
を
示
し
て
い
た
と
い
う
し
、
こ
の
後
薩
摩
藩
に
捕
ら
え
ら

れ
た
山
本
覚
馬
の
よ
う
に
、
新
時
代
の
政
体
を
論
じ
た
人
材
も
あ
る
。
だ
が
こ
う

し
た
知
見
は
、
こ
の
時
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

三
藩
主
が
い
な
く
な
っ
た
会
津
、
桑
名
両
藩
兵
の
驚
き
は
察
す
る
に
あ
ま
り
が
あ

る
が
、
会
津
藩
士
は
残
さ
れ
た
家
老
た
ち
の
采
配
で
、
和
歌
山
港
経
由
、
あ
る
い

は
陸
路
で
、
江
戸
に
戻
っ
た
。
気
の
毒
だ
っ
た
の
は
京
都
に
出
張
し
て
き
て
い
た

桑
名
藩
士
達
で
、
彼
ら
は
、
国
元
で
家
老
が
在
国
中
の
前
藩
主
の
実
子
を
立
て
て

政
府
軍
に
恭
順
の
意
を
表
し
た
た
め
、
国
元
に
帰
る
事
が
出
来
ず
、
定
敬
を
追
っ

て
、
江
戸
に
向
か
っ
た
。

開
陽
丸
は
十
一
日
、
品
川
沖
に
到
着
し
た
。
翌
日
一
行
は
上
陸
し
て
江
戸
城
に

向
か
い
そ
の
後
容
保
は
、
和
田
倉
門
の
藩
邸
に
入
っ
た
。
そ
の
後
続
々
と
会
津
藩

兵
が
江
戸
に
戻
っ
て
く
る
。
一
月
七
日
、
新
政
府
は
徳
川
慶
喜
追
討
令
を
発
し
て

い
た
が
、
十
五
日
に
な
っ
て
新
た
に
奥
羽
諸
藩
に
対
す
る
德
川
慶
喜
追
討
命
令
を

出
し
た
。
同
じ
日
、
江
戸
に
神
保
修
理
の
一
行
が
到
着
し
て
い
る
。
同
行
し
た
浅

羽
忠
之
助
が
こ
の
時
御
宸
翰
を
大
坂
城
か
ら
持
参
し
た
と
い
う
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。

大
政
奉
還
前
後
か
ら
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
の
頃
ま
で
悌
次
郎
は
ど
の
よ
う
な
動
き

を
し
て
い
た
の
か
。大
政
奉
還
直
前
の
前
年
九
月
二
十
八
日
の
中
川
宮
日
記
に
は
、

二
条
摂
政
と
中
川
宮
と
の
連
絡
役
と
し
て
悌
次
郎
の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
し
、

十
一
月
二
十
六
日
に
は
、
在
京
の
会
津
藩
士
が
、
水
戸
・
岡
山
・
島
原
・
盛
岡
・

浜
田
・
仙
台
の
各
藩
士
と
会
合
を
持
っ
た
際
、
会
津
藩
の
出
席
者
の
一
人
と
し
て

名
前
が
あ
っ
て
お
り
、
公
用
局
の
一
員
と
し
て
地
道
な
活
動
を
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
わ
れ
る
。
先
に
見
た
紀
州
藩
と
の
連
携
を
探
る
と
い
う
考
え
方
は
、
神
保

が
と
な
え
た
対
応
策
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
彼
は
こ
の
時
会
津
藩
の
定

め
た
徹
底
抗
戦
と
い
う
立
場
で
事
態
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
後

秋
月
が
、
海
路
か
陸
路
か
ど
の
よ
う
に
し
て
江
戸
に
戻
っ
た
の
か
、
詳
細
は
分
か
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一
五

ら
な
い
。
秋
月
次
三
氏
編
の
「
秋
月
悌
次
郎
経
歴
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
つ

い
て
は
、「
戊
辰
正
月
、
藩
公
に
従
っ
て
江
戸
に
帰
り
、
次
い
で
会
津
に
帰
る
。」

と
あ
る
の
み
で
、
丸
山
系
図
「
秋
月
悌
次
郎
」
の
項
に
「
二
月
、
江
戸
に
お
い
て

持
席
御
聞
番
の
勤
め
仰
せ
付
け
ら
れ
候
事
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
に
戻
っ

て
か
ら
は
、
文
字
通
り
容
保
の
側
近
と
し
て
、
活
動
を
始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

南
摩
綱
紀
の
起
草
し
た
悌
次
郎
の
墓
碑
銘
に
「
藩
公
従
前
大
将
軍
東
帰
。
子
錫
亦

帰
江
戸
。
公
托
謝
罪
表
於
諸
藩
。
上
之
朝
廷
。
子
錫
専
与
其
事
。
而
書
不
達
。」

と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
な
が
ら
、
江
戸
の
藩
邸
に
再
結
集
し
て
以
後
の
容
保
と
藩

士
の
動
き
を
見
て
行
き
た
い
。

四
一
月
十
七
日
明
け
方
、
前
日
登
城
し
た
江
戸
城
か
ら
藩
邸
に
戻
っ
た
容
保
は
、

西
郷
勇
左
衛
門
、
一
瀬
要
人
を
呼
び
出
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

  

上
様
御
沙
汰
、
此
度
京
都
戦
ニ
付
て
ハ
、
何
ニ
も
御
恭
順
之
道
ヲ
被
為
尽
、

御
退
穏
之
上
、
朝
敵
之
名
被
為
負
候
を
御
申
開
被
遊
候
得
と
も
、
御
永
続
之

道
も
無
之
、
如
斯
兵
備
も
不
整
ニ
及
再
戦
候
て
ハ
、
乍
大
坂
之
覆
轍
を
踏
段
、

徳
川
之
血
統
断
絶
、
祖
先
之
祭
も
此
迄
ニ
相
成
、
無
詮
義
…
。

前
将
軍
様
は
今
回
の
京
都
の
合
戦
で
と
に
か
く
恭
順
と
の
こ
と
で
、
退
隠
の
上
で
朝
敵
と
い

う
汚
名
を
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
申
し
開
き
な
さ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
長
続
き
す
る
保
証
は

な
く
、
備
え
が
不
十
分
な
ま
ま
で
再
び
戦
に
な
っ
た
ら
大
坂
の
二
の
舞
で
、
徳
川
家
が
滅
び
祖

先
の
慰
霊
も
出
来
な
く
な
る
。
ま
こ
と
に
詮
な
い
次
第
で
あ
る
云
々
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

　

  

右
ニ
付
て
ハ
、
宰
相
様
御
進
退
至
々
極
御
大
切
成
義
、
最
初
君
側
之
奸
悪
御

掃
攘
之
儀
御
奏
聞
之
上
、
御
取
計
被
成
候
儀
を
、
御
再
挙
無
之
と
申
ハ
、
麾

下
並
諸
藩
瓦
解
土
崩
割
拠
ニ
相
至
候
間
、
何
ニ
も
大
籏
不
被
進
候
て
ハ
、
御

奏
聞
え
御
反
体
ニ
相
成
、
犇
ト
不
相
成
義
、
此
上
ハ
衆
議
を
凝
、
千
載
不
恥

所
え
御
立
居
り
御
所
置
被
遊
候
外
無
之
義
、
万
々
一
も
此
節
御
動
き
被
遊
候

て
ハ
、
朝
敵
之
汚
名
被
為
負
候
順
ニ
至
間
敷
も
の
ニ
も
無
之
、
依
て
ハ
何
れ

之
処
迄
も
、
公
辺
之
御
趣
意
御
遵
奉
、
反
逆
之
汚
名
御
取
消
不
被
成
候
て
ハ

不
相
成
義
ニ
候
、
断
然
御
決
心
一
歩
も
御
引
不
被
遊
、
夫
々
御
所
置
被
為
在

候
様
…
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
容
保
公
の
進
退
が
最
重
要
課
題
で
、
最
初
に
君
側
の
奸
を
一
掃
し
て

上
奏
の
上
対
応
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
再
挙
は
し
な
い
と
い
う
事
だ
と
、
譜
代
の
旗
下
、
諸
大
名

と
い
う
体
制
が
瓦
解
し
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
統
一
の
大
旆
を
掲
げ
な
い
ま
ま
奏

聞
に
反
対
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
こ
う
な
っ
た
か
ら
に
は
、
衆
議
を
ま

と
め
、
辱
め
を
受
け
な
い
立
場
で
行
動
す
る
以
外
に
な
い
。
万
が
一
へ
た
に
動
い
て
朝
敵
の
汚

名
を
受
け
る
や
も
し
れ
ず
、
こ
こ
は
と
に
か
く
前
将
軍
の
意
向
を
遵
奉
し
な
が
ら
反
逆
者
と
い

う
汚
名
を
取
り
消
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
覚
悟
で
一
歩
も
引
か
ず
処
置
さ
れ
る
よ
う

に
…
。

と
容
保
に
進
言
し
た
と
い
う
。（
報
告
が
、
国
元
に
寄
せ
ら
れ
た
。）（『
稽
徴
録
』）

浅
羽
忠
之
助
の
『
鳥
羽
へ
御
使
並
大
坂
引
揚
の
一
件
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
松

平
容
保
は
、
三
田
藩
邸
に
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
の
負
傷
者
を
見
舞
い
、
傷
病
者
を
慰

労
し
た
。

　

  　

伏
見
鳥
羽
戦
争
手
負
の
者
共
着
致
し
、
芝
御
屋
敷
奥
御
殿
は
病
院
に
相
成

り
候
。
右
為
御
見
舞
、
十
七
日
御
乗
切
に
て
御
出
遊
ば
さ
れ
候
処
、
小
森
一

貫
斎
、
右
懸
り
仰
せ
付
け
ら
れ
居
り
御
案
内
申
上
候
処
、
一
々
御
懇
に
御
尋

ね
下
さ
れ
、
中
に
は
疵
所
に
寄
り
見
兼
候
ぐ
ら
い
の
者
共
多
分
こ
れ
あ
り
候

処
、
逐
一
御
覧
の
上
、
御
親
切
に
御
労
り
下
さ
れ
候
に
つ
き
、
皆
々
落
涙
に

て
御
礼
申
上
げ
、
其
余
御
長
屋
の
親
類
、
寄
辺
之
者
へ
罷
り
越
し
居
り
候
者

こ
れ
あ
る
に
つ
き
、
俄
か
に
其
所
迄
入
ら
せ
ら
れ
、
病
床
に
て
夫
々
御
懇
の

御
尋
ね
こ
れ
あ
り
。
皆
々
有
難
く
存
じ
奉
り
候
。

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
の
負
傷
者
が
帰
っ
て
き
た
の
で
、
芝
藩
邸
の
奥
御
殿
は
病
院

に
な
っ
た
。
十
七
日
に
容
保
が
訪
れ
、小
森
一
貫
斎
の
案
内
で
病
室
を
ま
わ
っ
た
。

中
に
は
目
も
当
て
ら
れ
な
い
よ
う
な
負
傷
者
も
沢
山
い
た
が
、
容
保
は
一
々
親
切

に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
た
。
中
に
は
親
類
縁
者
の
元
に
身
を
寄
せ
て
い
た
も
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一
六

利
し
て
後
ニ
仰
立
候
儀
、
決
而
被
為
在
間
敷
御
儀
と
奉
存
候
。

　

  

畢
竟
輩
下
を
御
辞
被
遊
候
よ
り
、
奸
臣
共
之
壅
蔽
尽
甚
敷
、
今
日
之
御
場
合

ニ
成
来
候
事
ニ
候
得
ば
、
速
ニ
兵
ヲ
募
、
征
討
之
宮
へ
右
之
御
主
意
柄
御
建

白
之
上
、
御
採
用
無
之
候
得
ば
、
不
被
得
止
君
側
之
悪
御
掃
鋤
、
壅
蔽
御
開

御
成
功
之
上
、
御
伏
罪
之
義
被
仰
立
候
共
、
遅
義
ニ
は
無
之
、
御
名
分
燦
然

相
立
候
事
と
被
存
候
。
乍
併
矢
石
之
間
、
征
討
之
宮
を
奉
犯
候
事
も
可
有
之

候
得
共
不
得
止
次
第
、
神
祖
之
御
盛
業
御
恢
復
ニ
も
可
相
成
上
、
皇
国
一
致
、

海
外
諸
国
ニ
卓
絶
之
御
廟
算
も
可
相
立
、
方
今
士
林
之
大
節
ニ
於
而
は
余
事

有
之
間
敷
存
候
得
共
、
猶
又
博
く
公
儀
を
届
候
上
、
御
尽
力
被
成
度
と
の
義

ニ
付
、
及
御
相
談
候
。

八
日
に
出
さ
れ
た
勅
書
は
、
薩
長
の
賊
臣
が
天
皇
の
意
向
を
ね
じ
曲
げ
慶
喜
公
を
大
逆
無
道

と
決
め
付
け
て
い
る
が
、
朝
敵
に
な
る
よ
う
な
行
為
は
全
く
な
さ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
は
っ

き
り
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
普
代
の
大
名
や
旗
本
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
ま

ま
、
恭
順
と
か
、
罪
を
犯
し
た
と
か
言
い
ふ
ら
す
者
が
い
る
。
服
罪
さ
れ
て
い
て
薩
長
に
敵
対

す
る
こ
と
も
な
く
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
り
不
利
に
な
っ
て
か
ら
抗
戦
し
よ
う
と
い
う
事

に
な
っ
て
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

こ
れ
は
大
政
奉
還
後
謹
慎
し
て
い
る
間
に
奸
臣
が
は
び
こ
っ
て
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た

の
だ
か
ら
、
早
急
に
軍
備
を
整
え
征
討
宮
に
建
白
書
を
差
し
出
し
、
採
用
さ
れ
な
け
れ
ば
君
側

の
悪
を
排
除
し
て
正
路
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
上
で
、
伏
罪
す
れ
ば
名
分
は
立
つ
。
早
急
に
決
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
時
に
は
征
討
宮
に
害
が
お
よ
ぶ
か
も
し
れ
な
い
が
そ
れ
は
し
か
た

が
な
い
。
家
康
公
以
来
の
威
名
の
回
復
に
も
な
り
「
皇
国
一
致
」
と
い
う
世
界
に
稀
な
政
治
体

制
が
出
来
る
。
現
在
は
こ
れ
し
か
無
い
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
広
く
趣
旨
を
徹
底
し
尽
力
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
相
談
に
お
よ
ん
だ
。

文
中
「
皇
国
一
致
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
こ
と
で
分
か
る
よ
う
に
、
国
を
皇

国
と
捉
え
る
彼
ら
の
発
想
は
、
薩
長
の
天
皇
を
取
り
込
ん
だ
政
治
と
共
通
し
て
い

る
。
内
乱
に
勝
つ
の
は
天
皇
を
押
さ
え
た
側
で
あ
り
、
外
国
の
勢
力
の
力
を
借
り

て
天
皇
に
刃
向
か
う
と
い
う
発
想
は
こ
こ
で
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
会
津

の
が
あ
り
、
容
保
は
そ
こ
ま
で
出
掛
け
て
病
床
で
声
を
か
け
た
の
で
、
一
同
は
感

涙
に
咽
ん
だ
。
こ
の
件
に
つ
い
て
『
結
草
録
』で
は
十
八
日
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

  
十
八
日
、
公
、
傷
者
ヲ
慰
問
、
小
森
一
貫
斎
側
ニ
侍
リ
、
四
日
、
五
日
ノ
戦

状
ヲ
問
ヒ
玉
フ
ニ
ヨ
リ
、
悉
ク
其
形
情
ヲ
対
へ
奉
ル
。
感
涙
数
行
ス
。

日
に
ち
は
ど
ち
ら
と
も
確
定
出
来
な
い
が
、『
会
津
藩
戊
辰
戦
争
日
誌
』（
菊
池
明

編
）
は
、
十
七
日
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
容
保
の
家
臣
団
に
対
す
る
思

い
の
深
さ
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
の
日
喜
徳
の
派
遣
し

た
会
津
藩
士
が
国
元
か
ら
江
戸
に
到
着
し
た
。
神
保
修
理
等
大
坂
か
ら
江
戸
に
帰

着
し
た
藩
士
か
ら
情
報
を
得
る
た
め
で
あ
る
。

五
こ
れ
よ
り
先
、
一
月
十
日
、
朝
廷
は
德
川
慶
喜
、
松
平
容
保
、
松
平
定
敬
等
旧

幕
府
関
係
者
の
官
位
を
剥
奪
し
、
邸
地
を
没
収
し
た
。
そ
の
後
十
七
日
、
新
政
府

は
仙
台
藩
主
伊
達
義
邦
に
会
津
藩
討
伐
を
命
じ
た
。

薩
長
な
ど
、
京
都
で
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
政
権
を
奪
い
取
っ
た
西
国
諸
藩
の
勢

力
は
、
ま
だ
江
戸
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
な
か
っ
た
。
朝
廷
が
出
し
た
德
川
慶
喜
、

会
津
藩
の
征
討
命
令
が
、
一
方
的
に
仙
台
藩
は
じ
め
奥
州
諸
藩
に
送
り
つ
け
ら
れ

る
中
、
慶
喜
の
自
主
規
制
に
よ
り
旧
幕
府
か
ら
の
働
き
か
け
が
な
く
情
報
不
足
に

悩
ん
で
い
た
関
東
、
東
北
地
方
の
諸
藩
に
対
し
て
、
会
津
藩
は
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
る
。
一
月
十
八
日
に
は
、
会
津
は
じ
め
諸
藩
重
役
が
、
小
石
川
の
水
戸
藩

邸
に
参
集
し
た
。
会
議
の
あ
と
水
戸
藩
邸
か
ら
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
文
書
が
諸

藩
に
送
ら
れ
て
お
り
、
何
の
た
め
の
会
合
だ
っ
た
か
が
分
か
る
。

　

  

去
ル
八
日
、
於
京
都
、
被
仰
出
候
勅
書
之
義
、
全
薩
長
之
賊
臣
矯
聖
旨
、
内

府
君
を
以
大
逆
無
道
之
地
ニ
陥
り
候
次
第
ニ
而
、
朝
敵
之
御
所
行
被
為
在
候

義
は
、
判
然
無
之
事
ニ
御
座
候
。
然
ル
ニ
御
譜
代
列
藩
よ
り
麾
下
之
士
と
雖

方
向
ニ
迷
ひ
、
恭
順
仕
、
罪
抔
（
マ
マ
）
之
説
相
立
、
視
聴
之
惑
乱
せ
し
め

候
族
も
有
之
哉
ニ
相
聞
候
所
、
今
日
ニ
至
候
（
マ
マ
）
御
伏
罪
被
遊
候
而
、

薩
長
ニ
被
為
対
事
ニ
陥
り
無
（
マ
マ
）、
無
詮
御
所
行
ニ
相
成
、
殊
ニ
戦
不
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一
七

藩
か
ら
誰
が
出
席
し
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
会
合
の
趣
旨
は
德
川

慶
喜
の
汚
名
を
そ
そ
ぐ
た
め
に
行
動
を
起
こ
す
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
は
か

つ
て
会
津
藩
が
長
州
藩
を
排
除
し
た
時
の
反
対
勢
力
の
言
い
分
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
時
問
題
の
当
事
者
で
あ
る
慶
喜
は
ど
う
し
て
い
た
か
。『
結
草
録
』
に
は
、

慶
喜
が
一
月
二
十
日
、
三
田
の
会
津
藩
邸
に
赴
き
負
傷
者
を
見
舞
っ
た
と
い
う
記

録
が
あ
る
。（『
藤
岡
屋
日
記
』
は
、
二
十
一
日
と
す
る
が
、『
鳥
羽
へ
御
使
並
大

坂
引
揚
の
一
件
』
で
も
、
慶
喜
の
見
舞
い
を
二
十
日
の
こ
と
と
し
て
い
る
。）
慶

喜
が
病
室
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
け
が
人
が
慶
喜
に
向
か
っ
て

　
　

  　

私
疵
は
仮
令
全
快
不
仕
候
と
も
宜
敷
御
座
候
へ
ど
も
、
只
恨
ら
く
ハ
、
御

立
退
無
御
座
候
ハ
ゞ
薩
長
之
敗
走
を
一
見
、
快
死
可
仕
処
、
却
而
拙
藩
敗
走

之
姿
ニ
相
成
、
是
而
已
遺
感
（
憾
）
ニ
奉
存
候

自
分
の
傷
は
治
ら
な
く
と
も
い
い
が
、
退
去
と
い
う
事
が
な
け
れ
ば
薩
長
の
敗
走
を
見
て
、

喜
ん
で
死
ぬ
こ
と
が
出
来
た
の
に
、
反
っ
て
自
分
た
ち
が
逃
げ
る
格
好
に
な
っ
た
、
こ
れ
だ
け

が
残
念
で
す
。

と
慶
喜
を
な
じ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
慶
喜
は
「
も
っ
と
も
だ
。」
と
だ
け
つ

ぶ
や
い
た
と
い
う
。（『
藤
岡
屋
日
記
』）

『
鳥
羽
へ
御
使
並
大
坂
引
揚
の
一
件
』
に
よ
れ
ば
こ
の
男
は
高
津
忠
三
郎
で
、 

高
津
淄
川
の
子
で
あ
る
。
こ
の
時
彼
は
「
幕
兵
の
拙
き
」
こ
と
を
は
じ
め
思
う
存

分
話
し
た
。外
の
者
も
見
舞
い
を
さ
れ
て
も
誰
も
あ
り
が
た
が
る
も
の
な
ど
な
く
、

陰
で
口
々
に
悪
口
を
言
っ
て
い
た
と
い
う
。

（
彼
は
こ
の
後
傷
が
癒
え
る
と
和
田
倉
門
の
上
屋
敷
に
出
掛
け
て
鳥
羽
伏
見
合

戦
の
様
子
を
報
告
し
、
さ
ら
に
慶
喜
は
腰
抜
け
で
あ
て
に
な
ら
な
い
、「
早
く
御

国
へ
御
下
向
に
て
五
千
の
兵
を
御
募
り
遊
ば
さ
れ
、
四
境
を
御
固
め
遊
ば
さ
れ
候

外
こ
れ
な
き
」
と
、
言
い
放
っ
た
と
い
う
。
彼
は
明
治
九
年
永
岡
久
茂
ら
と
千
葉

県
庁
襲
撃
を
計
画
し
た
思
案
橋
事
件
の
首
謀
者
の
一
人
で
あ
る
。）         

六
こ
の
頃
か
ら
会
津
藩
の
他
藩
へ
の
働
き
か
け
が
活
発
化
す
る
。
二
十
日
会
津
藩

士
と
長
岡
藩
士
が
、
新
発
田
藩
に
酒
屋
陣
屋
で
の
会
合
へ
の
出
席
を
求
め
る
書
簡

が
作
ら
れ
て
い
る
。（
以
後
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
か
け
の
結
果
、
こ
の
会
議
は
二
月

二
日
か
ら
八
日
間
に
わ
た
っ
て
会
津
藩
領
の
酒
屋
陣
屋
（
越
後
）
で
開
催
さ
れ

た
。）
翌
二
十
一
日
に
は
、
諸
藩
邸
に
長
州
、
薩
摩
両
藩
の
非
を
訴
え
る
使
者
が

派
遣
さ
れ
て
い
る
。

対
外
的
に
い
ろ
い
ろ
働
き
か
け
る
一
方
で
、
容
保
は
、
二
十
一
日
、
家
老
に
対

し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
家
督
を
喜
徳
に
譲
る
と
通
達
し
た
。

　

  

当
月
六
日
之
夜
中
、
大
坂
表
騒
擾
之
折
、
不
図
も
上
様
還
御
、
御
独
行
位
之

御
儀
ニ
付
、
御
先
途
奉
見
届
度
心
な
ら
す
も
御
供
致
候
儀
ニ
候
所
、
其
節
之

場
合
い
か
ん
と
も
す
る
な
き
の
形
勢
ニ
在
之
、
皆
共
へ
申
聞
候
暇
も
無
之
、

大
勢
之
家
来
共
残
置
候
段
、
君
臣
之
義
理
不
相
立
、
面
目
を
失
候
儀
、
責
て

之
申
訳
ニ
御
家
督
若
狭
守
ニ
譲
、
討
死
、
手
負
之
族
を
夫
々
労
り
遣
度
存
候
。

然
と
い
へ
と
も
若
狭
守
を
助
、
必
勝
之
策
を
凝
シ
、
是
非
と
も
無
二
之
戦
ニ

及
、
徳
川
御
氏
挽
回
之
業
不
相
立
候
て
ハ
、
死
と
も
瞑
目
難
致
事
候
条
、
予

カ
過
失
を
打
捨
、
同
心
戮
力
、
姦
賊
平
定
之
功
を
奏
、
死
凶
之
者
之
霊
魂
を

弔
呉
候
様
頼
入
候
也
。

　

慶
応
三
（
四
）
年
正
月
廿
一
日

　
　
　
　

宰
相

　

家
老
中 

（『
稽
徴
録
』）

今
月
六
日
の
夜
中
大
坂
で
ゴ
タ
ゴ
タ
が
起
こ
っ
た
時
、、
突
然
前
将
軍
が
単
独

退
去
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
経
過
を
見
届
け
る
た
め
同
行
し
た
結
果
、
家
臣
団
へ

説
明
す
る
間
も
な
く
、
大
勢
の
家
臣
を
残
し
た
ま
ま
退
去
し
た
こ
と
は
君
臣
の
義

理
を
欠
き
面
目
な
い
。
申
し
訳
の
た
め
に
家
督
を
喜
徳
に
譲
り
、自
分
は
戦
死
者
、

負
傷
者
い
た
わ
り
た
い
。
つ
い
て
は
喜
徳
を
助
け
て
必
勝
の
戦
い
を
し
て
徳
川
家

の
名
を
回
復
し
な
い
で
は
、死
ん
で
も
死
に
き
れ
な
い
。
私
の
過
失
を
乗
り
越
え
、

協
力
一
致
し
て
奸
賊
を
平
定
し
て
、
死
者
の
慰
霊
を
し
て
ほ
し
い
。

お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
意
味
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
の
こ
と
は
、
後
年
慶
喜
が
、
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一
八

な
ぜ
容
保
、
定
敬
の
二
人
を
同
行
さ
せ
た
の
か
と
聞
か
れ
て
、
彼
ら
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
い
た
ら
戦
争
に
な
る
か
ら
と
答
え
た
と
い
う
。
慶
喜
と
の
姿
勢
の
差
は

明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
日
の
夜
、
萱
野
権
兵
衛
・
内
藤
介
右
衛
門
等
が
江
戸
に
帰
着
す
る
と
容
保

は
、
彼
ら
に
会
っ
て
直
接
言
い
訳
を
し
慰
労
し
て
、
別
室
で
酒
食
を
振
る
舞
っ
た
。

以
後
も
藩
士
等
が
品
川
に
到
着
す
る
と
直
接
使
者
を
出
し
、
軽
輩
に
至
る
ま
で
同

じ
よ
う
に
も
て
な
し
た
と
い
う
。（
一
月
二
十
六
日
に
は
、
砲
兵
隊
の
帰
還
者
を

見
舞
っ
て
い
る
。）

七
一
月
二
十
九
日
、
会
津
藩
が
戦
争
の
準
備
を
進
め
る
中
、
德
川
慶
喜
は
稲
葉
正

邦
を
通
じ
て
越
後
国
蒲
原
、
魚
沼
両
郡
の
内
の
所
領
十
一
万
三
千
石
を
会
津
藩
預

け
と
し
た
。

二
月
に
入
る
と
事
態
は
一
層
あ
わ
た
だ
し
く
な
る
。

二
月
三
日
、
天
皇
親
征
の
詔
勅
が
出
さ
れ
、
九
日
に
は
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
を

東
征
大
総
督
と
す
る
人
事
が
決
ま
る
。
着
々
と
朝
廷
は
朝
敵
と
し
た
旧
幕
府
関
係

藩
の
追
討
準
備
を
整
え
る
。
そ
ん
な
京
都
の
動
き
の
中
で
、
前
月
二
十
一
日
に
家

老
に
通
達
さ
れ
た
容
保
の
隠
居
、喜
徳
の
家
督
相
続
は
二
月
四
日
に
執
り
行
わ
れ
、

翌
五
日
に
は
旧
幕
府
が
そ
れ
を
認
め
て
い
る
。
会
津
藩
で
は
二
月
七
日
佐
川
官
兵

衛
を
中
隊
司
令
官
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
式
軍
事
調
練
を
開
始
し
た
。
こ
の
調
練
は
江

戸
城
内
で
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
指
導
を
受
け
て
行
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
国
元
で
は

藩
士
、
地
方
御
家
人
農
兵
を
組
織
し
て
藩
境
の
警
備
を
厳
重
に
し
た
。
江
戸
か
ら

は
旧
幕
兵
が
お
よ
そ
二
千
名
江
戸
を
出
発
し
て
会
津
に
向
か
っ
た
。（
後
の
衝
鋒

隊
）会

津
藩
は
戦
闘
態
勢
を
整
え
、
旧
幕
府
内
で
主
戦
論
を
唱
え
続
け
た
が
、
慶
喜

は
一
貫
し
て
恭
順
を
説
き
、
旧
幕
府
の
面
々
は
抗
戦
、
恭
順
に
分
か
れ
て
議
論
が

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
容
保
は
帰
国
し
て
藩
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
時
、旧
幕
府
が
抗
戦
態
勢
を
取
る
こ
と
を
予
想
し
て
国
元
か
ら
は
二
月
九
日
、

喜
徳
が
西
郷
頼
母
等
と
江
戸
に
向
か
う
た
め
若
松
を
出
発
し
た
が
、
途
中
で
容
保

が
帰
国
す
る
と
聞
き
、
福
良
で
容
保
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。

二
月
十
日
、
旧
幕
府
は
徹
底
抗
戦
を
主
張
し
て
い
た
容
保
、
喜
徳
父
子
を
は
じ

め
、
慶
喜
に
異
を
と
な
え
る
幕
臣
の
グ
ル
ー
プ
を
登
城
禁
止
処
分
と
し
た
。

こ
の
頃
会
津
藩
で
は
朝
廷
に
対
し
て
歎
願
書
を
提
出
す
る
準
備
を
し
て
お
り
、

各
藩
に
そ
れ
を
取
り
次
い
で
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
を
し
た
。
十
一
日
に
は
輪
王

寺
宮
に
容
保
の
歎
願
書
が
届
け
ら
れ
、
田
中
土
佐
、
神
保
内
蔵
助
等
家
老
の
歎
願

書
が
、
江
戸
在
府
中
の
二
十
二
諸
侯
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。
先
に
も
見
た
よ
う
に

二
月
に
入
っ
て
か
ら
御
聞
番
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
略
歴
の
記
述
な
ら
び
に
外
交

文
書
起
草
に
預
か
っ
た
と
い
う
南
摩
の
墓
碑
銘
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
出
て
く
る
歎

願
書
は
お
そ
ら
く
悌
次
郎
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

藤
岡
屋
日
記
に
よ
れ
ば
、「
会
津
侯
歎
願
書
」
と
し
て
諸
侯
に
送
ら
れ
た
歎
願

書
は
、
容
保
の
も
の
と
家
老
連
署
の
二
通
が
あ
る
。
容
保
の
署
名
が
あ
る
も
の
は

　

  

不
肖
之
容
保
、
謹
而
奉
言
上
候
。
去
ル
戌
年
以
来
在
京
奉
職
仕
候
処
、
計
ら

ず
も
無
限
蒙
天
恩
、
冥
加
至
極
奉
存
候
。
然
ル
処
宗
家
慶
喜
以
下
不
束
之
次

第
ニ
而
、
天
怒
ニ
触
れ
、
御
親
征
被
仰
出
候
段
、
重
々
奉
恐
入
候
。
京
都
之

儀
は
、
容
保
守
護
ニ
有
之
、
今
日
之
形
勢
ニ
立
至
候
段
、
旁
以
何
共
可
申
上

様
無
御
座
候
。
畢
竟
容
保
、
上
慶
喜
を
輔
翼
し
て
不
能
安
震
襟
、
下
ハ
頑
固

疎
暴
之
家
臣
共
制
不
行
届
之
所
存
ニ
御
座
候
間
、
同
家
慶
喜
義
は
寛
大
之
思

召
を
以
、
御
取
扱
被
成
下
度
奉
懇
願
候
。
容
保
義
は
、
退
隠
之
上
、
在
所
へ

引
退
キ
恭
順
謹
慎
御
沙
汰
奉
待
候
。
右
之
趣
、
宜
御
奏
聞
之
義
、
伏
而
懇
願

候
。
誠
恐
敬
白
。

　

辰
ノ
二
月

と
い
う
内
容
で
あ
り
、
別
に
「
会
津
侯
歎
願
書　

但
、
在
府
大
藩
向
へ
差
出
侯
」

と
し
て
以
下
の
よ
う
な
家
老
連
署
の
文
章
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
条
理
を
尽
く
し

て
、
論
を
立
て
る
手
法
は
、
い
ず
れ
も
悌
次
郎
が
草
稿
を
起
案
し
、
家
老
座
合
議

に
付
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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一
九

　

松
平
若
狭
守
家
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
土
佐

　

慶
応
四
辰
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
保
内
蔵
助

　
　
　
　

二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
原
平
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
学
大
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
介
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諏
訪
伊
助

　

宸
翰
之
写

　

張
紙
孝
明
天
皇
よ
り
肥
後
守
へ
賜
候
宸
翰
之
写

　

  

堂
上
以
下
疎
暴
論
不
止
之
所
置
増
長
ニ
付
、
痛
心
難
堪
下
内
命
之
所
、
速
ニ

領
掌
、
憂
患
掃
穣
、
朕
存
念
貫
徹
之
段
、
全
其
方
忠
誠
、
深
感
悦
之
余
、
右

壱
箱
遣
之
者
也
。

　

文
久
三
癸
亥
年
十
月
十
九
日

　

張
紙
右
御
箱
御
詠
之
写

　

た
や
す
か
ら
ざ
る
世
に
武
士
の
忠
誠
の
こ
ゝ
ろ
を
よ
ろ
こ

　

び
て
よ
め
る

　

和
ら
ぐ
も
た
け
き
心
も
相
生
の
ま
つ
の

　

落
葉
の
あ
ら
す
栄
へ
む

　

武
士
と
こ
ゝ
ろ
あ
は
し
て
い
は
ほ
を
も

　

つ
ら
ぬ
き
て
ま
し
世
々
の
思
ひ
て 

（『
藤
岡
屋
日
記
』）

注
目
さ
れ
る
の
は
、
家
老
た
ち
の
歎
願
書
末
尾
に
、
孝
明
天
皇
か
ら
容
保
に
宛

て
て
出
さ
れ
た
宸
翰
の
写
し
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
会
津
藩
の
道
理

は
こ
の
歎
願
書
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
が
誠
実
に
職
務
を
遂
行
し
て
き
た
こ

と
に
間
違
い
は
無
い
。
前
天
皇
の
信
頼
が
如
何
に
厚
か
っ
た
か
も
誰
も
が
知
っ
て

い
る
。
だ
が
こ
の
道
理
は
、「
義
挙
賦
り
」
と
称
し
て
わ
ざ
と
事
を
構
え
て
権
力

を
握
っ
た
新
政
府
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
取
る
に
足
り
な
い
泣
き
言
に
し
か
見

え
な
い
。
し
か
し
京
都
か
ら
遠
か
っ
た
関
東
以
北
の
大
名
た
ち
に
取
っ
て
は
事
情

　
  

謹
而
言
上
仕
候
。
老
寡
君
容
保
義
、
去
戌
年
京
都
守
護
職
被
命
候
処
、
弊
邑

之
義
は
東
奥
之
藩
鎮
、
且
帝
都
を
離
る
事
二
百
余
里
、
応
援
奉
響
之
道
も
無

覚
束
、
力
ヲ
計
、
分
を
計
る
、
其
任
ニ
勝
ざ
ら
ん
事
を
恐
れ
辞
退
申
候
得
共
、

其
節
之
御
事
体
御
艱
難
、
皇
国
之
安
危
ニ
拘
候
御
場
合
故
、
強
而
可
相
勤
旨

被
命
候
ニ
付
、
数
百
年
来
之
隆
国
奉
報
度
闔
藩
訳
儀
、
京
都
を
以
墳
墓
之
地

と
心
得
罷
登
、
大
樹
尊
王
之
趣
意
致
遵
奉
、
周
旋
奉
職
仕
候
。

　

  

然
処
不
図
も
蒙
先
帝
被
限
之
蔵
春
御
賞
誉
之
宸
翰
を
下
し
賜
、
其
外
度
々
御

宸
筆
被
下
置
、
恩
賜
之
品
々
も
幾
度
と
な
く
拝
戴
仕
候
。

　

  

元
来
容
保
義
、
誠
実
一
片
ニ
励
精
致
、
毛
髪
も
私
意
無
御
座
候
ニ
付
、
先
朝

以
来
格
別
之
御
依
願
を
蒙
り
、大
病
之
折
は
勿
体
無
く
も
至
尊
之
御
身
を
以
、

内
侍
所
御
祈
祷
被
遊
候
。

　

  

君
臣
水
魚
之
情
態
、
宸
翰
之
表
も
御
顕
し
被
下
、
当
朝
ニ
至
り
而
も
、
先
帝

以
来
叡
慮
遵
奉
、
守
護
職
掌
相
励
候
訳
を
以
、
叡
感
思
召
被
下
、
参
議
被
推

任
、
前
後
天
恩
之
難
有
、
主
従
感
戴
従
例
罷
在
候
。
随
而
大
樹
よ
り
も
度
々

之
褒
賞
有
之
、
彼
是
重
々
之
隆
恩
闔
国
肝
胆
ニ
銘
ジ
、
冥
加
至
極
難
有
奉
存

候
。
前
件
之
通
両
朝
歴
然
た
る
厚
眷
、
容
保
之
誠
実
前
後
相
替
候
儀
、
分
寸

も
無
之
候
。

　

  

然
ニ
伏
見
戦
争
之
儀
は
徳
川
内
府
上
洛
先
供
、
一
同
登
京
之
途
中
、
発
砲
被

致
、
武
門
之
習
不
得
止
応
兵
、
及
一
戦
之
儀
ニ
而
、
敢
而
闕
下
を
犯
候
義
等

毛
頭
無
之
、
之
万
人
所
其
（
知
）
前
ニ
御
座
候
。

　

  

然
ル
ニ
於
今
日
、
不
計
も
不
慮
之
汚
名
を
蒙
り
候
段
、
臣
子
之
至
情
日
夜
慟

哭
、
不
雪
君
冤
、
死
と
も
不
止
と
、
闔
国
訳
を
以
罷
居
、
頑
固
之
習
風
何
共

撫
諭
之
道
無
之
、
於
私
共
至
々
極
々
共
心
得
候
間
、
此
上
は
寸
時
も
早
く
雲

霧
快
晴
、
一
藩
之
人
民
安
堵
仕
候
様
、
幾
重
ニ
も
奉
懇
願
候
。

　

  

別
紙
、
震
翰
之
儀
は
、
先
帝
深
意
被
為
入
、
被
下
置
候
儀
故
、
深
筐
府
（
笥
）

ニ
蔵
置
候
得
共
、
国
事
危
急
之
今
日
ニ
差
迫
候
ニ
付
、
御
内
々
奉
入
御
覧
候

間
、
此
段
御
垂
憐
被
成
、
乍
恐
御
奏
聞
之
義
、
伏
而
奉
懇
願
候
。
恐
懼
敬
白
。
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二
〇

が
違
っ
た
。
東
北
諸
藩
に
と
っ
て
は
会
津
藩
の
救
解
が
、
最
大
の
問
題
と
な
っ
て

く
る
。
ひ
た
す
ら
謹
慎
を
貫
く
慶
喜
は
、
十
二
日
に
は
江
戸
城
を
出
て
上
野
寛
永

寺
の
塔
頭
大
慈
院
に
移
る
が
、
攻
撃
態
勢
を
整
え
て
進
攻
し
て
く
る
新
政
府
軍
に

対
し
て
旧
幕
府
関
係
者
は
否
応
な
く
臨
戦
態
勢
で
対
抗
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て

い
っ
た
。
十
三
日
、
会
津
藩
は
穏
健
派
の
神
保
修
理
に
切
腹
を
命
じ
た
。
さ
ら
に

十
五
日
、
容
保
は
片
倉
門
内
の
馬
場
に
お
い
て
、
鳥
羽
伏
見
で
戦
っ
た
藩
士
、
洋

式
調
練
を
受
け
て
い
る
藩
士
を
召
見
し
て
、
東
帰
を
反
省
し
、
家
督
を
喜
徳
に
譲

り
、
家
運
回
復
を
期
す
と
宣
言
し
た
。
徹
底
抗
戦
と
い
う
藩
内
の
意
思
が
こ
こ
に

も
現
れ
て
い
る
。

八
二
月
二
十
一
日
、
征
東
軍
総
裁
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
、
名
古
屋
に
到
着
し
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
長
岡
藩
の
河
井
継
之
助
が
江
戸
藩
邸
に
戻
っ
た
。
彼
は
東
北

諸
藩
の
藩
士
と
連
絡
を
取
り
、大
槌
屋
に
お
い
て
対
応
策
を
探
る
会
議
を
開
い
た
。

こ
の
会
議
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
証
言
が
、『
河
井
継
之
助
伝
』（
今
泉
鐸
次
郎
著
）

に
記
さ
れ
て
い
る
。
証
言
者
は
秋
月
悌
次
郎
と
南
摩
羽
峯
、
彼
ら
二
人
は
会
津
藩

関
係
者
と
し
て
こ
の
会
議
に
出
席
し
て
い
た
も
の
で
、
今
泉
は
、
伝
を
起
草
す
る

に
あ
た
っ
て
秋
月
、
南
摩
両
人
に
事
情
を
問
い
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

  

会
津
藩
の
秋
月
韋
軒
曰
く
『
河
合
君
之
還
江
戸
也
。
余
与
桑
名
唐
津
及
東
北

諸
藩
士
。
会
議
于
大
槌
屋
。
君
曰
事
至
此
。
不
若
拒
王
師
箱
根
。
意
気
甚
激

昂
。
衆
議
不
決
。
君
曰
。
然
則
我
藩
独
守
封
彊
而
已
。
乃
辞
去
。』
南
摩
羽

峯
も
亦
同
会
議
に
与
り
し
が
、
著
者
に
復
書
し
て
曰
、『
大
槌
屋
会
議
の
件
、

今
日
に
至
り
て
は
、
模
糊
と
し
て
不
分
明
に
候
得
共
、
戊
辰
三
月
初
め
の
様

に
覚
え
申
候
。
何
藩
の
発
議
に
て
会
集
の
事
に
相
成
候
哉
、
記
憶
不
知
候
得

共
、
長
岡
、
会
津
両
藩
等
主
な
る
事
と
存
候
。
議
事
も
確
と
覚
え
不
申
候
。

大
意
は
、
朝
廷
へ
十
分
歎
願
致
し
、
そ
れ
と
も
御
許
容
無
之
時
は
、
天
朝
の

真
意
に
あ
ら
ず
、
薩
長
等
諸
藩
の
壅
蔽
し
、
聖
聴
を
蔽
ふ
こ
と
顕
然
た
り
、

然
る
と
き
は
十
分
相
抗
し
可
然
と
の
佐
幕
論
に
有
之
様
覚
え
申
候
、
其
刻
河

井
君
、
最
も
慷
慨
激
論
せ
ら
れ
た
り
と
覚
え
候
云
々
』。

二
人
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
会
議
を
招
集
し
た
の
は
長
岡
、
会
津
を
中
心
に
桑
名
、

唐
津
を
加
え
た
東
北
諸
藩
、
新
政
府
の
征
討
令
に
対
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
を
議

論
し
た
。
河
井
は
、征
討
軍
を
箱
根
で
防
ぐ
と
激
し
て
い
た
が
、議
論
は
け
っ
き
ょ

く
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
秋
月
の
証
言
で
は
、
こ
の
時
河
合
は
、
そ
う
い
う
こ
と

な
ら
、
我
が
藩
単
独
で
国
境
を
守
る
と
い
っ
て
出
て
行
っ
た
と
あ
り
、
南
摩
の
証

言
で
も
佐
幕
論
が
中
心
だ
っ
た
、
河
合
が
最
も
慷
慨
激
論
し
た
と
あ
る
。　
　
　

一
触
即
発
の
事
態
が
続
く
中
、
江
戸
詰
め
会
津
藩
士
は
、
国
元
に
退
去
し
始
め

る
。
二
月
二
十
七
日
に
は
、
悌
次
郎
が
神
尾
鉄
之
丞
と
共
に
小
栗
忠
順
を
訪
ね
、

暇
乞
い
を
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。（『
小
栗
日
記
』）

以
後
、
甲
府
城
攻
防
戦
、
上
野
戦
争
と
、
慶
喜
の
意
向
に
背
い
た
一
部
旧
幕
府

勢
力
と
新
政
府
軍
と
の
戦
闘
が
始
ま
る
が
、
本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
時
期
の
秋
月

悌
次
郎
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
り
、
戦
争
の
経
過
を
論
じ
る
こ
と
で

は
な
い
の
で
、
以
後
は
会
津
藩
と
悌
次
郎
の
動
き
を
中
心
に
し
て
記
述
を
す
す
め

る
こ
と
に
す
る
。

九
三
月
九
日
、前
備
前
松
山
藩
主
板
倉
勝
静
は
、江
戸
を
退
去
し
て
日
光
へ
向
か
っ

た
が
、
藩
士
達
は
危
機
に
備
え
て
、
問
題
が
起
き
た
際
は
直
接
会
津
に
向
か
い
た

い
と
、
会
津
藩
に
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
会
津
藩
で
対
応
し
た
の
は
手
代

木
直
右
衛
門
、
神
尾
鉄
之
丞
、
秋
月
貞マ
マ

次
郎
、
広
沢
富
吉
（
次
）
郎
等
京
都
守
護

職
以
来
の
公
用
局
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。（
辻
忠
貞
『
艱
難
実
録
』）

三
月
十
日
、
会
津
藩
は
軍
制
を
改
革
し
た
。
有
名
な
、
朱
雀
、
青
龍
、
玄
武
、

白
虎
の
各
組
を
組
織
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
京
都
の
新
政
府
は
、
三
月
十
四
日
、
五
箇
条
の
ご
誓
文
を
公
布
し
て
、
新

体
制
へ
の
歩
み
を
始
め
る
。

三
月
十
五
日
悌
次
郎
は
、
藩
の
軍
事
編
成
の
一
環
と
し
て
現
在
の
役
職
の
ま
ま

越
後
の
新
領
勤
務
を
命
じ
ら
れ
、
翌
日
幌
役
に
任
命
さ
れ
た
。
丸
山
一
族
大
系
図
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二
一

中
、
悌
次
郎
の
項
に
は
、「
三
月
十
五
日
、
当
務
の
ま
ま
越
後
御
新
領
詰
め
仰
せ

付
け
ら
れ
同
十
六
日
、
幌
役
兼
務
仰
せ
付
け
ら
れ
、
席
は
金
川
奉
行
の
上
に
成
さ

れ
候
事
。」
と
あ
る
。
越
後
の
新
領
と
は
、
こ
の
年
一
月
二
十
一
日
、
幕
府
か
ら

会
津
藩
預
か
り
地
と
さ
れ
た
、
蒲
原
、
魚
沼
両
郡
に
わ
た
る
十
一
万
三
千
石
の
土

地
の
こ
と
で
、
こ
の
時
か
ら
悌
次
郎
は
、
会
津
藩
中
枢
の
軍
議
か
ら
外
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

彼
は
、
会
津
藩
の
越
後
方
面
の
本
営
が
置
か
れ
て
い
た
水
原
に
赴
き
、
そ
こ
で

長
岡
な
ど
越
後
地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
て
事
態
の
打
開
を
図
っ
た
。

四
月
十
一
日
、
江
戸
城
が
開
城
し
、
旧
幕
府
の
中
心
は
消
滅
し
た
。
こ
の
時
慶

喜
は
水
戸
に
退
隠
、
東
帰
以
来
の
非
戦
、
無
抵
抗
主
義
を
貫
い
て
い
る
。
慶
喜
が

朝
敵
で
あ
る
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
も
と
に
始
め
ら
れ
た
朝
廷
軍
の
東
征
は
、

大
義
名
分
を
失
い
、
以
後
は
専
ら
会
津
藩
を
中
心
と
す
る
抵
抗
勢
力
の
撲
滅
、
一

掃
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
る
。

世
情
不
安
が
深
ま
る
中
で
、
四
月
二
十
六
日
、
会
津
藩
家
老
西
郷
蔵
之
進
と
自

称
す
る
人
物
が
、
村
松
領
庭
月
村
で
金
子
借
用
を
申
し
出
る
が
偽
名
と
判
明
し
て

捕
ら
え
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
村
松
藩
は
、越
後
国
蒲
原
郡
の
う
ち
、

村
松
・
下
田
・
七
谷
・
見
附
地
方
を
支
配
し
た
藩
で
、
藩
庁
は
村
松
城
（
現
在
の

新
潟
県
五
泉
市
）に
あ
っ
た
。
村
松
藩
は
す
ぐ
さ
ま
水
原
の
会
津
藩
本
営
に
連
絡
、

翌
二
十
七
日
悌
次
郎
は
村
松
城
下
に
行
っ
て
、
本
人
尋
問
を
し
て
そ
の
偽
名
で
あ

る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。（『
坪
井
静
作
日
記
』）

水
原
で
は
、
交
戦
準
備
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
打
ち
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
。
閏
四

月
二
十
五
日
六
つ
半
頃
、
村
松
藩
士
坪
井
静
作
が
水
原
に
来
て
、
秋
月
悌
次
郎
、

萱
野
安
之
助
等
と
面
会
し
よ
う
と
し
た
が
、
不
在
だ
っ
た
た
め
、
柴
守
三
が
対
応

し
て
い
る
し
、
閏
四
月
二
十
八
日
に
悌
次
郎
は
、
水
原
に
や
っ
て
き
た
村
松
藩
士

稲
毛
源
之
右
衛
門
ら
と
面
会
し
て
い
る
。（『
坪
井
静
作
日
記
』）

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
奥
州
各
藩
は
、
会
津
の
救
解
の
た
め
、
五
月
三
日
、

奥
羽
二
十
五
藩
は
仙
台
で
同
盟
を
結
び
、
次
い
で
会
津
・
庄
内
・
長
岡
な
ど
八
藩

も
こ
れ
に
参
加
し
て
、
い
わ
ゆ
る
奥
羽
越
列
藩
同
盟
が
成
立
し
た
。

十
奥
羽
越
同
盟
の
結
果
、
会
津
藩
は
白
河
口
、
仙
台
藩
は
磐
城
口
、
荘
内
藩
は
秋

田
を
そ
れ
ぞ
れ
ま
も
る
こ
と
と
な
り
、
越
後
方
面
に
は
米
沢
藩
が
当
た
る
こ
と
と

な
っ
た
。『
会
津
戊
辰
戦
争
史
』
に
よ
れ
ば
、
五
月
十
七
日
、
中
条
長
門
を
総
督

と
し
重
臣
色
部
長
門
、
参
謀
甘
粕
備
後
ら
に
率
い
ら
れ
た
米
沢
藩
兵
が
水
原
に
到

着
し
た
。（『
甘
粕
備
後
日
記
・
新
潟
県
史
資
料
』
に
よ
れ
ば
、
十
六
日
。）
甘
粕

の
日
記
に
は
、

　

  

五
月
十
六
日
、
中
条
豊
前
、
笹
岡
よ
り
兵
を
水
原
に
進
め
宿
陣
す
、
会
藩
清

水
作
左
衞
門
・
秋
月
悌
二
郎
等
来
て
、
海
手
弥
彦
の
切
迫
を
告
け
、
応
援
を

乞
ふ
、
蓋
し
弥
彦
峠
潰
破
れ
ん
と
す
る
勢
に
付
、
新
潟
表
の
二
百
人
を
繰
出

す
ニ
付
、
そ
の
後
塞
と
し
て
新
潟
兵
百
人
ヲ
借
し
呉
よ
と
の
懇
願
、
中
条
、

高
山
と
議
し
て
諾
之
、

と
あ
る
。
秋
月
等
は
、
水
原
の
米
沢
藩
の
宿
営
に
赴
い
て
海
手
弥
彦
の
戦
況
が
切

迫
し
て
お
り
、
二
百
名
を
派
遣
す
る
た
め
後
備
と
し
て
新
潟
兵
百
名
を
出
し
て
ほ

し
い
と
い
い
、
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
救
援
空
し
く
長
岡

城
は
十
九
日
落
城
、こ
の
時
河
井
継
之
助
は
負
傷
し
て
討
ち
死
に
を
覚
悟
し
た
が
、

た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
秋
月
等
の
説
得
に
よ
り
一
瀬
要
人
と
共
に
栃
尾
に
退
い

た
。五

月
二
十
二
日
、会
津
と
米
沢
の
将
兵
が
加
茂
（
現
新
潟
県
加
茂
市
）
に
入
り
、

会
津
の
本
営
に
お
い
て
、
米
沢
の
諸
将
、
桑
名
の
諸
将
、
長
岡
藩
の
河
井
継
之
助

等
は
、
会
津
藩
総
督
一
瀬
要
人
、
軍
事
奉
行
西
郷
刑
部
、
同
副
役
秋
月
悌
次
郎
、

同
柳
田
新
助
ら
と
軍
議
を
こ
ら
し
、
以
後
列
藩
の
諸
将
は
、
日
々
相
会
し
て
謀
議

す
る
こ
と
に
決
め
た
。

五
月
廿
六
日
頃
会
津
藩
は
、
あ
ら
た
め
て
越
後
の
政
事
方
と
軍
事
方
を
定
め
て

お
り
、水
原
詰
の
中
に
、聞
番
秋
月
悌
次
郎
の
名
が
あ
が
っ
て
い
る
。（『
美
々
袋
』）

『
河
井
継
之
助
伝
』
に
、
悌
次
郎
が
萱
野
権
兵
衛
ら
と
共
に
河
井
家
を
訪
れ
て
家

― 182 ―



戊辰戦争と秋月悌次郎（中西　達治）

二
二

族
か
ら
酒
食
の
も
て
な
し
を
受
け
た
が
継
之
助
は
帰
宅
し
な
か
っ
た
と
あ
る
の

は
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

十
一水

原
詰
め
の
頃
の
悌
次
郎
の
動
静
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
唯
一
残
さ
れ
て
い
る

の
が
『
鎮
西
余
響
』
の
「
秋
月
先
生
略
伝
」
の
記
事
で
あ
る
。

　

  　

三
月
先
生
幌
役
に
任
じ
、
越
後
の
水
原
に
赴
く
。
こ
こ
は
会
兵
の
本
営
所

在
地
な
り
。
五
月
に
至
り
急
報
有
り
、
長
岡
藩
に
至
る
。
時
に
会
兵
は
、
諸

藩
の
兵
と
共
に
多
く
越
後
の
上
流
に
あ
り
て
、
西
兵
の
来
路
を
遮
断
し
、
か

つ
戦
い
、
か
つ
守
る
。
西
兵
す
な
わ
ち
窃
か
に
越
後
に
下
り
、
突
如
来
た
り

て
長
岡
の
前
岸
に
お
い
て
砲
撃
す
。
会
津
兵
僅
か
に
よ
く
こ
れ
に
応
撃
す
。

先
生
ま
た
属
員
を
し
て
こ
れ
を
助
け
し
む
。
薄
暮
に
至
り
て
罷
む
。
既
に
し

て
暁
を
破
っ
て
市
間
大
呼
、
火
揚
が
る
と
。
ま
た
し
き
り
に
砲
声
を
聞
く
。

先
生
綿
屋
坊
に
馳
せ
至
る
。
西
軍
既
に
河
を
渉
っ
て
来
襲
し
、
銃
弾
雨
と
下

る
。
桑
名
兵
わ
ず
か
に
よ
く
こ
れ
に
応
撃
す
。
先
生
と
属
員
ま
た
之
を
援
く
。

し
こ
う
し
て
支
う
べ
か
ら
ず
。す
な
わ
ち
退
き
て
ま
さ
に
城
に
入
ら
ん
と
す
。

会
藩
弾
薬
奉
行
篠
田
兵
庫
ま
さ
に
弾
薬
を
駄
し
て
こ
こ
を
去
ら
ん
と
す
。
す

な
わ
ち
兵
庫
に
告
げ
て
曰
く
、
長
岡
藩
兵
は
老
少
の
み
。
寡
兵
の
み
。
事
す

で
に
急
、
余
は
一
行
人
な
り
と
い
え
ど
も
あ
に
こ
れ
を
棄
て
て
去
る
に
忍
び

ん
や
。
願
わ
く
ば
弾
薬
数
駄
を
分
け
よ
と
。
す
な
わ
ち
こ
れ
を
城
内
に
輸
せ

し
め
、
先
生
城
中
に
入
る
。
先
生
入
城
中
、
総
督
河
井
秋
義
藩
老
と
ま
さ
に

攻
守
の
策
を
議
す
。
先
生
曰
く
、
今
こ
の
烏
合
・
老
少
の
寡
兵
を
も
っ
て
、

内
に
藩
公
を
護
り
外
に
守
城
を
謀
る
は
、
極
わ
め
て
難
し
。
し
か
じ
、
と
く

藩
侯
を
し
て
会
津
に
入
ら
し
め
、
お
も
む
ろ
に
守
城
を
議
せ
ん
に
は
、
と
。

秋
義
曰
く
、
好
し
、
と
。
ま
た
曰
く
、
願
わ
く
ば
先
生
神
田
口
門
一
方
面
を

管
理
せ
よ
と
。
す
で
に
神
田
口
に
至
る
。
西
軍
城
外
に
蝟
集
し
、
囲
を
攻
む

る
こ
と
甚
だ
急
な
り
。
会
津
藩
老
一
瀬
某
の
手
兵
二
十
人
ば
か
り
、
村
松
藩

物
頭
の
部
卒
ま
た
二
十
余
人
、
上
山
藩
兵
十
余
人
、
僅
か
に
こ
れ
に
応
撃
す
。

既
に
し
て
神
田
口
の
戌
兵
来
た
り
呼
び
て
曰
く
、
河
井
総
督
ま
さ
に
進
ん
で

戦
わ
ん
と
す
。
諸
君
こ
れ
を
援
け
よ
、
と
。
先
生
至
り
こ
れ
を
見
る
に
、
皆

老
少
の
み
。
こ
の
頃
秋
義
来
り
て
曰
く
、
あ
あ
終
わ
れ
り
。
わ
が
藩
兵
一
戦

す
る
能
わ
ず
。
こ
こ
に
い
た
る
、
ま
た
惜
し
む
べ
か
ら
ざ
ら
ん
や
、
と
。
ま

さ
に
こ
の
時
、
ほ
と
ん
ど
三
面
皆
敵
に
し
て
、
陸
続
環
攻
、
ま
た
支
う
べ
か

ら
ず
。
敵
人
あ
る
い
は
一
方
よ
り
入
城
す
る
も
、
ま
た
禁
ず
る
能
わ
ず
。
先

生
曰
く
、
戦
地
は
独
り
こ
こ
の
み
な
ら
ず
。
一
時
こ
こ
を
去
る
は
如
何
、
と
。

す
な
わ
ち
共
に
城
を
出
で
て
栃
尾
に
向
か
う
。
秋
義
途
中
先
生
等
に
告
げ
て

曰
く
、
先
に
城
を
火
と
せ
ん
。
君
等
先
に
去
れ
、
と
。
栃
尾
の
麓
に
い
た
り
、

本
城
を
回
顧
す
れ
ば
火
ま
さ
に
揚
が
る
。遂
に
栃
尾
を
踰
え
て
加
茂
に
至
る
。

時
に
五
月
二
十
日
な
り
。
米
沢
、
村
松
の
藩
士
来
た
り
会
し
、
秋
義
ま
た
後

に
来
た
る
。
す
な
わ
ち
進
取
の
策
を
議
し
、
先
ず
長
岡
を
復
さ
ん
こ
と
を
決

す
。
先
生
主
務
あ
る
を
も
っ
て
ま
た
水
原
に
還
る
。
こ
れ
よ
り
後
、
長
岡
方

面
極
め
て
烈
戦
、
そ
れ
長
岡
を
争
う
を
も
っ
て
な
り
。
先
生
七
月
を
も
っ
て

新
潟
地
方
を
巡
視
す
。
一
朝
海
上
に
軍
艦
を
見
る
。
こ
れ
西
軍
な
り
と
言
い
、

あ
る
い
は
榎
本
等
来
た
る
な
り
と
言
う
。、
既
に
し
て
こ
れ
を
諦
視
す
る
に
、

西
軍
の
汽
船
な
り
。
先
生
謂
う
、
直
ち
に
沼
垂
松
崎
に
至
り
上
陸
、
新
発
田

城
に
拠
り
て
長
駆
、
事
ま
さ
に
測
る
べ
か
ら
ざ
ら
ん
と
す
。
す
な
わ
ち
船
を

飛
し
て
水
原
に
還
り
、
事
の
由
を
告
げ
、
す
み
や
か
に
こ
れ
に
備
う
。
ま
た

輿
を
急
が
せ
て
会
津
に
赴
く
。
赤
谷
関
に
至
る
に
、
天
ま
さ
に
暁
、
戌
兵
に

報
ず
る
に
事
の
急
を
も
っ
て
し
、
若
松
に
至
る
時
正
に
初
夜
な
り
。
藩
老
梶

原
兵
馬
を
訪
ね
、
告
ぐ
る
に
目
下
の
状
況
を
も
っ
て
し
、
明
く
る
日
登
城
し

て
藩
公
に
謁
し
、
越
地
の
彼
我
の
大
勢
、
も
っ
て
備
え
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
を

告
ぐ
。
実
に
七
月
二
十
八
日
な
り
。
復
た
越
後
に
赴
き
津
川
に
至
る
。
西
軍

両
道
に
進
入
し
、
互
い
に
勝
敗
有
り
。
こ
の
辺
の
山
河
は
天
険
、
敵
鋒
鋭
し

と
い
え
ど
も
、
容
易
に
入
り
難
し
。
故
に
相
持
ち
の
勢
い
有
り
。
こ
こ
に
お

い
て
佐
川
官
兵
衛
先
生
に
告
げ
て
曰
く
、
こ
こ
は
若
松
を
去
る
こ
と
十
四
里
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二
三

強
、
い
わ
ん
や
揚
川
有
り
、
大
川
有
り
。
敵
な
お
遠
し
。
猪
苗
代
彊
界
は
若

松
を
距
た
る
こ
と
近
し
。
あ
ら
か
じ
め
戒
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
君
け
だ
し
余

と
共
に
若
松
に
至
れ
、
と
。
先
生
曰
く
、
好
し
、
と
。
す
な
わ
ち
若
松
に
帰

り
、
ま
さ
に
計
画
す
る
所
有
ら
ん
と
す
。
城
中
の
議
、
先
生
等
の
猪
苗
代
方

面
に
至
る
を
欲
せ
ず
。
す
な
わ
ち
常
に
城
中
に
在
り
。
八
月
二
十
二
日
午
前
、

官
兵
衛
復
た
先
生
に
告
げ
て
曰
く
、
事
既
に
迫
れ
り
。
共
に
猪
苗
代
、
江
戸

両
道
の
兵
備
を
巡
視
せ
ん
と
。
こ
の
時
精
兵
四
彊
に
在
り
、
ほ
と
ん
ど
内
虚

の
勢
な
り
。
ま
た
如
何
と
も
す
る
莫
し
。
二
十
三
日
暁
沓
掛
に
お
い
て
食
し
、

赤
井
村
に
赴
く
。
ま
さ
に
猪
苗
代
地
方
、
頻
り
に
砲
声
を
聞
く
。
佇
立
す
る

こ
と
こ
れ
久
し
。
既
に
し
て
敗
兵
三
五
騎
来
た
る
。
す
な
わ
ち
相
率
い
て
背

炙
嶺
に
登
り
、
若
松
城
下
を
望
め
ば
、
全
面
皆
火
、
然
り
と
い
え
ど
も
城
樹

森
欝
に
し
て
、
城
焚
く
る
や
否
や
を
的
知
す
る
能
わ
ず
。
苦
慮
甚
だ
し
。
す

な
わ
ち
一
行
城
南
三
丸
よ
り
本
城
に
入
る
。
藩
公
自
若
と
し
て
指
揮
す
る
こ

と
平
日
の
ご
と
し
。
衆
皆
能
く
守
禦
す
。
こ
れ
よ
り
先
生
常
に
藩
侯
に
従
い

城
中
に
在
り
。
是
よ
り
先
四
面
攻
囲
累
旬
、
そ
の
八
月
に
至
り
、
攻
撃
益
々

急
に
し
て
、
環
城
皆
敵
な
り
。
こ
れ
よ
り
攻
戦
数
十
昼
夜
連
く
。
先
生
少
し

も
屈
せ
ず
。
常
に
藩
侯
の
左
右
に
在
り
。
副
軍
事
奉
行
に
任
ず
。
既
に
し
て

囲
城
を
出
で
て
、
陣
将
萱
野
長
修
に
属
し
、
高
久
村
の
支
営
に
在
り
。
米
沢

藩
主
の
専
价
（
特
使
）
露
布
短
簡
を
齎
し
て
至
り
、
謂
は
く
、
我
が
敵
視
し

て
共
に
戦
う
所
の
者
は
、
実
に
王
師
な
り
。
今
復
た
戦
を
辞
す
る
無
し
。
す

み
や
か
に
降
る
に
如
か
ず
、
と
。
先
生
入
り
て
藩
侯
に
稟
す
。
藩
侯
す
な
わ

ち
、
人
を
同
盟
各
藩
に
遣
し
て
こ
れ
を
謀
る
。
先
生
と
手
代
木
勝
任
、
再
度

米
沢
に
至
り
て
議
し
、
九
月
二
十
三
日
す
な
わ
ち
降
儀
を
了
る
。
囲
中
の
群

臣
先
生
と
共
に
猪
苗
代
に
屏
居
す
。（
原
漢
文
。
現
代
仮
名
遣
い
に
よ
り
読

み
下
し
た
。）

 

こ
こ
に
見
ら
れ
る
長
岡
城
の
攻
防
戦
に
お
け
る
河
井
継
之
助
と
の
や
り
と
り

や
、
西
軍
の
軍
艦
が
新
潟
港
に
表
れ
た
と
き
の
対
応
策
、
そ
の
後
の
会
津
若
松
城

攻
防
戦
に
お
け
る
戦
法
な
ど
に
は
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
悌
次
郎

の
働
き
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
後
年
の
記
事
で
あ
る
が
、
悌
次

郎
の
動
静
を
考
え
る
上
で
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
上
杉
侯
の
来
翰
は
、
悌
次
郎

を
一
気
に
会
津
藩
の
運
命
を
左
右
す
る
事
態
の
主
役
に
押
し
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
の
項
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
四
日

付 

記　

前
橋
「
秋
月
悌
次
郎
の
公
用
局
復
帰
」
中
、「
秋
月
先
生
略
伝
」
の
筆
者

笠
間
益
三
を
学
生
と
し
て
い
る
が
、
笠
間
は
五
高
教
授
で
、
秋
月
の
同
僚
で
あ

る
。
間
違
い
を
ご
指
摘
下
さ
っ
た
小
林
修
氏
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
、
こ
こ

に
謹
ん
で
訂
正
し
て
お
く
。
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